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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 14,411 9.4 689 △25.0 813 △23.0 490 366.1

2026年３月期中間期 13,170 △2.4 920 △33.7 1,056 △28.5 105 △88.8

（注）包括利益 2027年３月期中間期 1,146百万円（－％） 2026年３月期中間期 △41百万円（－％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 26.14 -

2026年３月期中間期 5.62 -

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期中間期 69,670 61,712 88.6

2026年３月期 68,670 60,942 88.7

（参考）自己資本 2027年３月期中間期 61,704百万円 2026年３月期 60,932百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 - 20.00 - 20.00 40.00

2027年３月期 - 16.00

2027年３月期（予想） - 16.00 32.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

2027年３月期 29,190 7.0 1,750 48.1 1,890 28.9 1,470 △31.5 78.36

１．2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無
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①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期中間期 19,154,495株 2026年３月期 19,154,495株

②  期末自己株式数 2027年３月期中間期 396,934株 2026年３月期 396,707株

③  期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 18,757,659株 2026年３月期中間期 18,714,328株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料P９「２.中間連結財務諸表及び主な注記（４）中間連結財務諸表に関する注記事項（中

間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項については、添付資料P３「１．当中間決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関

する説明」をご覧ください。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループは、2024年４月から2027年３月までの３年間を実行期間とする「中期経営計画2026」のもと、①収

益力の強化と成長領域への投資拡大、②生産体制の最適化とコスト競争力の強化、③持続的成長実現に向けた経営

基盤構築を主要課題として掲げ、持続的な企業価値向上を目指して各種施策に取り組んでおります。

当中間連結会計期間においては、迅速流体継手事業を中心に国内外で需要が堅調に推移したことにより、売上高

は前年同期を上回りました。一方で、原材料費の高騰により原価率が上昇したことに加え、減価償却費等の固定費

負担が継続したことから、機械工具事業、リニア駆動ポンプ事業および建築機器事業が営業損失となり、営業利益

は前年同期比で減益となりました。

当中間連結会計期間の業績は以下のとおりです。

売上高　 144億11百万円 （前中間連結会計期間比  9.4％増）

営業利益　６億89百万円 （前中間連結会計期間比 25.0％減）

経常利益　８億13百万円 （前中間連結会計期間比 23.0％減）

親会社株主に帰属する中間純利益　４億90百万円（前中間連結会計期間比 366.1％増）

なお、前中間連結会計期間において工場移転関連費用を特別損失として計上していたことから、親会社株主に帰

属する中間純利益は前年同期を大きく上回りました。

事業のセグメント別の業績は、次のとおりです。

迅速流体継手事業は、半導体製造装置向け製品および産業機械向け製品を中心に需要が堅調に推移し、売上高は

67億74百万円（前中間連結会計期間比14.4％の増収）となりました。利益面では、高付加価値製品の販売増加を中

心とした増収により、営業利益は12億64百万円（同40.0％の増益）となりました。

機械工具事業は、国内売上および米州を中心とする海外売上が増加し、売上高は42億73百万円（同6.4％の増

収）となったものの、減価償却費等の固定費負担の継続に加え、原価率が上昇したことから、営業損失３億４百万

円（前中間連結会計期間は５百万円の営業損失）となりました。

リニア駆動ポンプ事業は、欧州を中心に国内外の売上が増加し、売上高は24億34百万円（同12.1％の増収）とな

りました。利益面では、為替の影響を含む原価率の上昇により営業損失４百万円（前中間連結会計期間は26百万円

の営業損失）となりました。

建築機器事業は、建設業界における資材価格高騰や人手不足の影響による工事遅延等が継続し、売上高は９億29

百万円（同12.4％の減収）となりました。利益面では、売上減少に加え、減価償却費等の固定費負担の継続および

原価率上昇の影響により営業損失２億65百万円（前中間連結会計期間は48百万円の営業利益）となりました。

海外売上高は、アジア地域を中心に需要が堅調に推移したことから、52億92百万円（前中間連結会計期間比

15.9％増）となり、海外売上高の連結売上高に占める割合は36.7％となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当中間連結会計期間末の資産合計は、696億70百万円となり、前連結会計年度末と比較して10億円の増加となり

ました。

　資産の部では、流動資産は、352億12百万円となり、前連結会計年度末と比較して95百万円の増加となりまし

た。これは主に現金及び預金の増加６億17百万円、有価証券の増加５億円、受取手形及び売掛金の増加３億67百

万円、流動資産のその他の減少11億29百万円、商品及び製品の減少２億20百万円等によるものであります。

　固定資産は、344億58百万円となり、前連結会計年度末と比較して９億４百万円の増加となりました。これは主

に、投資有価証券の増加９億66百万円、無形固定資産の増加１億70百万円、繰延税金資産の増加１億56百万円、建

物及び構築物（純額）の減少３億31百万円等によるものであります。

　負債の部では、流動負債は、42億６百万円となり、前連結会計年度末と比較して71百万円の増加となりました。

これは主に買掛金の増加３億37百万円、賞与引当金の増加１億７百万円、未払法人税等の減少２億３百万円、流動

負債のその他の減少１億34百万円等によるものであります。

　固定負債は、37億51百万円となり、前連結会計年度末と比較して１億59百万円の増加となりました。これは主に

繰延税金負債の増加１億92百万円、リース債務の減少43百万円等によるものであります。

純資産の部では、親会社株主に帰属する中間純利益は、４億90百万円でしたが、配当金の支払い３億75百万円が

あったため、利益剰余金は、１億15百万円の増加で534億96百万円となりました。また、その他有価証券評価差額

金の増加６億52百万円等があったため純資産の部は、617億12百万円となり、前連結会計年度末と比較して７億69

百万円の増加となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2026年５月15日に公表いたしました「2026年３月期決算短信」から変更ありませ

ん。

なお、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,219 16,836

受取手形及び売掛金 3,505 3,872

電子記録債権 3,075 3,137

有価証券 - 500

商品及び製品 6,125 5,905

仕掛品 352 376

原材料及び貯蔵品 3,679 3,553

その他 2,166 1,036

貸倒引当金 △6 △7

流動資産合計 35,116 35,212

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 22,721 22,776

減価償却累計額 △8,113 △8,500

建物及び構築物（純額） 14,607 14,275

機械装置及び運搬具 7,058 7,132

減価償却累計額 △4,574 △4,624

機械装置及び運搬具（純額） 2,483 2,507

工具、器具及び備品 9,203 9,280

減価償却累計額 △7,809 △7,896

工具、器具及び備品（純額） 1,394 1,383

土地 4,121 4,122

リース資産 2,931 2,929

減価償却累計額 △1,467 △1,517

リース資産（純額） 1,463 1,411

建設仮勘定 131 111

有形固定資産合計 24,203 23,812

無形固定資産

その他 3,686 3,856

無形固定資産合計 3,686 3,856

投資その他の資産

投資有価証券 4,730 5,697

長期貸付金 11 9

繰延税金資産 588 744

その他 348 353

貸倒引当金 △16 △16

投資その他の資産合計 5,663 6,789

固定資産合計 33,553 34,458

資産合計 68,670 69,670

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 784 1,122

リース債務 279 263

未払法人税等 662 459

賞与引当金 503 610

役員賞与引当金 37 17

その他 1,867 1,732

流動負債合計 4,134 4,206

固定負債

リース債務 1,262 1,218

退職給付に係る負債 1,486 1,476

役員退職慰労引当金 231 252

繰延税金負債 234 427

資産除去債務 30 30

その他 346 345

固定負債合計 3,592 3,751

負債合計 7,727 7,958

純資産の部

株主資本

資本金 1,850 1,850

資本剰余金 1,924 1,924

利益剰余金 53,381 53,496

自己株式 △769 △769

株主資本合計 56,385 56,501

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,660 2,312

繰延ヘッジ損益 31 △33

為替換算調整勘定 2,470 2,562

退職給付に係る調整累計額 384 362

その他の包括利益累計額合計 4,547 5,203

非支配株主持分 9 7

純資産合計 60,942 61,712

負債純資産合計 68,670 69,670
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年９月30日)

売上高 13,170 14,411

売上原価 7,201 8,632

売上総利益 5,969 5,779

販売費及び一般管理費

給料及び手当 1,424 1,429

賞与引当金繰入額 306 308

退職給付費用 115 67

役員退職慰労引当金繰入額 20 20

販売促進費 104 119

研究開発費 456 425

その他 2,621 2,718

販売費及び一般管理費合計 5,049 5,089

営業利益 920 689

営業外収益

受取利息 40 36

受取配当金 64 71

受取家賃 20 30

その他 50 44

営業外収益合計 175 182

営業外費用

支払利息 17 16

為替差損 10 28

その他 11 13

営業外費用合計 39 59

経常利益 1,056 813

特別損失

固定資産除却損 - 56

工場移転関連費用 448 -

特別損失合計 448 56

税金等調整前中間純利益 607 757

法人税等 502 266

中間純利益 105 490

非支配株主に帰属する中間純利益 0 0

親会社株主に帰属する中間純利益 105 490

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年９月30日)

中間純利益 105 490

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 253 652

繰延ヘッジ損益 18 △65

為替換算調整勘定 △438 91

退職給付に係る調整額 18 △22

その他の包括利益合計 △147 655

中間包括利益 △41 1,146

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △41 1,146

非支配株主に係る中間包括利益 △0 0

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 607 757

減価償却費 834 902

工場移転関連費用 448 -

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △36 △43

受取利息及び受取配当金 △104 △108

支払利息 17 16

売上債権の増減額（△は増加） △125 △414

棚卸資産の増減額（△は増加） △279 376

仕入債務の増減額（△は減少） △76 343

未払又は未収消費税等の増減額 △714 1,324

その他 △208 △48

小計 362 3,106

利息及び配当金の受取額 111 114

利息の支払額 △16 △15

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △493 △768

工場移転関連費用の支払額 △427 -

営業活動によるキャッシュ・フロー △463 2,436

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △5,599 △3,294

定期預金の払戻による収入 6,742 4,497

投資有価証券の取得による支出 △12 △12

有形固定資産の取得による支出 △6,144 △450

無形固定資産の取得による支出 △326 △339

その他 0 △8

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,340 392

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 - △0

配当金の支払額 △336 △374

リース債務の返済による支出 △157 △151

その他 △2 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー △497 △528

現金及び現金同等物に係る換算差額 △107 △8

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,407 2,292

現金及び現金同等物の期首残高 13,429 11,749

現金及び現金同等物の中間期末残高 7,021 14,042

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該

見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する

方法によっております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

合計
迅速流体継手 機械工具

リニア駆動
ポンプ

建築機器

売上高

顧客との契約から生じる収益 5,921 4,015 2,172 1,061 13,170

その他の収益 - - - - -

外部顧客への売上高 5,921 4,015 2,172 1,061 13,170

セグメント間の内部売上高
又は振替高

- - - - -

計 5,921 4,015 2,172 1,061 13,170

セグメント利益又は損失

（△）
902 △5 △26 48 920

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
迅速流体継手 機械工具

リニア駆動
ポンプ

建築機器

売上高

顧客との契約から生じる収益 6,774 4,273 2,434 929 14,411

その他の収益 - - - - -

外部顧客への売上高 6,774 4,273 2,434 929 14,411

セグメント間の内部売上高
又は振替高

- - - - -

計 6,774 4,273 2,434 929 14,411

セグメント利益又は損失

（△）
1,264 △304 △4 △265 689

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自2025年４月１日 至2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）セグメント利益又は損失の合計額は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自2026年４月１日 至2026年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）セグメント利益又は損失の合計額は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

（重要な後発事象の注記）

該当事項はありません。
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